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企業の社会的責任（CSR）論の再検討


























































































































　国連（UN）によるグローバルコンパクト（Global Compact）とは、1999 年 1 月スイスのダボ
スで開かれた世界経済フォーラム（WEF）にて企業人らにグローバルコンパクトに参加するよ
う求めており、2000 年に初めて 9項目の原則から出発したが、2004 年には世界の労使指導者ら














　経済協力開発機構（OECD）の多国籍企業ガイドライン（Guidelines for Multinational Enter-
prises）とは、多国籍企業の社会的責任を促すため、1976 年に制定されたものであるが、消費者













任経済連合（CERES: Coalition for Environmentally Responsible Economics）が組織された。そ
して 1997 年ごろ国連環境計画（UNEP: United Nations Environment Programme）と協約を結
び、Global Reporting Initiative（GRI）プログラムがスタートした。GRI とは、基本的に全世界
的で自発的に、たくさんの利害関係者らの参加過程を通じて標準化された企業の持続可能報告書
ガイドラインの開発と普及をすることを目的とする。
　GRI は、2000 年 6 月に第 1回目の持続可能性ガイドラインを発表し、2002 年 7 月には 2回目












































































































































































































道徳観という「インテグリティー（integrity）」が重要であろう（by, Peter. F. Drucker）。その









































































の社会的責任）に関するアンケート調査』2005 年 10 月
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